
社 会 福 祉 法 人 等 に よ る 利 用 者 負 担 の 軽 減 制 度 に 係 る 実 施  

要 綱  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 介 護 保 険 の 円 滑 な 実 施 の た め の 特 別 対 策 と し

て 実 施 す る 低 所 得 者 に 係 る 利 用 者 負 担 対 策 の う ち ， 社 会 福 祉 法 人

に よ る 生 活 困 難 者 に 対 す る 利 用 者 負 担 額 の 軽 減 制 度 に つ い て 必 要

な 事 項 を 定 め る こ と に よ り ， 低 所 得 の 利 用 者 の 生 活 の 安 定 と 介 護

保 険 サ ー ビ ス 及 び 地 域 支 援 事 業 （ 以 下 「 介 護 保 険 サ ー ビ ス 等 」 と

い う 。） の 利 用 促 進 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お け る 用 語 の 定 義 は ， 次 の 各 号 に 定 め る と お り

と す る 。  

⑴   要 介 護 被 保 険 者 等  介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。） に 規 定 す る 要 介 護 認 定 を 受 け た 被 保 険 者 ,

要 支 援 認 定 を 受 け た 被 保 険 者 又 は 介 護 保 険 法 施 行 規 則（ 平 成 １

１ 年 厚 生 省 令 第 ３ ６ 号 。 以 下 「 省 令 」 と い う 。） 第 １ ４ ０ 条 の

６ ２ の ４ 第 ２ 号 に 規 定 す る 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 基 準 に 該 当

す る 第 一 号 被 保 険 者 を い う 。  

⑵   市 民 税 非 課 税 世 帯  当 該 年 度（ ４ 月 か ら ７ 月 ま で の 間 に 利 用

す る 介 護 保 険 サ ー ビ ス 等 に つ い て は ， 前 年 度 ） に お け る 市 民 税

が 世 帯 主 及 び す べ て の 世 帯 員 に つ い て ，課 さ れ て い な い 世 帯 又

は 免 除 さ れ て い る 世 帯 を い う 。  

⑶   区 分 支 給 限 度 基 準 額  法 第 ４ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 居 宅 介

護 サ ー ビ ス 費 等 区 分 支 給 限 度 基 準 額 ,法 第 ５ ５ 条 第 １ 項 に 規 定

す る 介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 等 区 分 支 給 限 度 基 準 額 及 び 伊 丹 市 介

護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 実 施 要 綱 第 ４ 条 第 ２ 項 に 規 定 す

る 区 分 支 給 限 度 基 準 額 を い う 。  

⑷  介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス  法 第 ４ ８ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る

指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を い う 。  



⑸  訪 問 介 護  法 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 訪 問 介 護 を い う 。  

⑹  通 所 介 護  法 第 ８ 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 通 所 介 護 を い う 。  

⑺  短 期 入 所 生 活 介 護  法 第 ８ 条 第 ９ 項 に 規 定 す る 短 期 入 所 生 活

介 護 を い う 。  

⑻  旧 措 置 入 所 者  介 護 保 険 法 施 行 法（ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ４ 号 ）

第 １ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 旧 措 置 入 所 者 を い う 。  

⑼  利 用 者 負 担 額  法 に 定 め る 居 宅 サ ー ビ ス 又 は 施 設 サ ー ビ ス に

係 る １ ０ ％ 相 当 の 利 用 者 負 担 額 を い う 。  

⑽  定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護  法 第 ８ 条 第 １ ５ 項 に 規  

定 す る 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 を い う 。   

⑾  夜 間 対 応 型 訪 問 介 護  法 第 ８ 条 第 １ ６ 項 に 規 定 す る 夜 間 対 応  

型 訪 問 介 護 を い う 。  

⑿  地 域 密 着 型 通 所 介 護  法 第 ８ 条 第 １ ７ 項 に 規 定 す る 認 知 症  

対 応 型 通 所 介 護 を い う 。  

⒀  認 知 症 対 応 型 通 所 介 護  法 第 ８ 条 第 １ ８ 項 に 規 定 す る 認 知 症  

対 応 型 通 所 介 護 を い う 。  

⒁  小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  法 第 ８ 条 第 １ ９ 項 に 規 定 す る 小 規  

模 多 機 能 型 居 宅 介 護 を い う 。  

⒂  地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護  法 第 ８ 条 第 ２  

１ 項 に 規 定 す る 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護 を  

い う 。  

⒃  看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  介 護 保 険 法 施 行 規 則 （ 平 成 １  

１ 年 厚 生 省 令 第 ３ ６ 号 ） 第 １ ７ 条 の １ ２ に 規 定 す る 看 護 小 規 模  

多 機 能 型 居 宅 介 護 を い う 。  

⒄  介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護  法 第 ８ 条 の ２ 第 ７ 項 に 規 定 す る  

介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 を い う 。  

⒅  介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護  法 第 ８ 条 の ２ 第 １ ３ 項 に 規  

定 す る 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 を い う 。  

⒆  介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  法 第 ８ 条 の ２ 第 １ ４ 項 に  



規 定 す る 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 を い う 。  

 ⒇   第 １ 号 訪 問 事 業  法 第 １ １ ５ 条 の ４ ５ 第 １ 項 イ に 規 定 す る 第      

  １ 号 訪 問 事 業 を い う 。  

( 2 1 )   第 １ 号 通 所 事 業  法 第 １ １ ５ 条 の ４ ５ 第 １ 項 ロ に 規 定 す る 第      

  １ 号 通 所 事 業 を い う 。  

( 2 2 )  食 費  介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス ， 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 ， 地 域

密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護 ， 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活

介 護 又 は 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に 係 る 食 事 の 提 供 に

要 す る 費 用 を い う 。  

( 2 3 )  居 住 費  介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス 又 は 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉

施 設 入 所 者 生 活 介 護 に 係 る 居 住 に 要 す る 費 用 を い う 。  

( 2 4 )  滞 在 費  短 期 入 所 生 活 介 護 又 は 介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護 係

る 滞 在 に 要 す る 費 用 を い う 。  

( 2 5 )  宿 泊 費  小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 ， 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居

宅 介 護 又 は 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に 係 る 宿 泊 に 要 す る 費

用 を い う 。  

( 2 6 )    軽 減 法 人 等  社 会 福 祉 法 人 又 は 市 町 村 で あ っ て ， 本 制 度 に か か

る 利 用 者 負 担 の 軽 減 を 行 う 旨 を ， 介 護 保 険 サ ー ビ ス 等 の 提 供 を 行

う 事 業 所 及 び 施 設 の 所 在 地 の 所 管 庁 ( 社 会 福 祉 法 人 に お い て は 都

道 府 県 知 事 及 び 市 町 村 の 長 ， 市 町 村 に お い て は 都 道 府 県 知 事 と す

る 。 ) に 申 し 出 た も の を い う 。  

 （ 対 象 者 ）  

第 ３ 条  軽 減 の 対 象 者 は ， 市 民 税 非 課 税 世 帯 に 属 し ， か つ ， 以 下 の

要 件 の 全 て を 満 た す 者 の う ち ， そ の も の の 収 入 や 世 帯 の 状 況 ， 利

用 者 負 担 等 を 総 合 的 に 勘 案 し ， 生 計 が 困 難 な 者 と し て 市 長 が 認 め

た も の 及 び 生 活 保 護 受 給 者 と す る 。  

⑴  年 間 収 入 が 単 身 世 帯 で １ ５ ０ 万 円 ， 世 帯 員 が 1 人 増 え る ご と

に ５ ０ 万 円 を 加 算 し た 額 以 下 で あ る こ と 。  

⑵  預 貯 金 等 の 額 が 単 身 世 帯 で ３ ５ ０ 万 円 ， 世 帯 員 が 1 人 増 え る
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ご と に １ ０ ０ 万 円 を 加 算 し た 額 以 下 で あ る こ と 。   

⑶  世 帯 が そ の 居 住 の 用 に 供 す る 家 屋 そ の 他 日 常 生 活 の た め に 必

要 な 資 産 以 外 に 活 用 で き る 資 産 を 所 有 し て い な い こ と 。  

⑷  負 担 能 力 の あ る 親 族 等 に 扶 養 さ れ て い な い こ と 。  

⑸  介 護 保 険 料 を 滞 納 し て い な い こ と 。   

（ 対 象 サ ー ビ ス 及 び 軽 減 内 容 ）  

第 ４ 条  前 条 の 軽 減 の 対 象 者 が 利 用 者 負 担 の 軽 減 を 受 け る こ と が で

き る 介 護 保 険 サ ー ビ ス 等 （ 以 下 「 対 象 サ ー ビ ス 」 と い う 。） は ， 軽

減 法 人 等 が 行 う 次 の サ ー ビ ス （ 区 分 支 給 限 度 基 準 額 を 超 え な い も

の に 限 る 。）と す る 。た だ し ，旧 措 置 入 所 者 で 利 用 者 負 担 割 合 が ５ ％

以 下 の 者 に つ い て は ， 第 １ 号 に 掲 げ る サ ー ビ ス に 限 る 。  

⑴  介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス  

⑵  訪 問 介 護  

⑶  通 所 介 護  

⑷  短 期 入 所 生 活 介 護  

⑸  定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護  

⑹  夜 間 対 応 型 訪 問 介 護  

⑺  地 域 密 着 型 通 所 介 護  

⑻  認 知 症 対 応 型 通 所 介 護  

⑼  小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  

⑽ 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護  

⑾  看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  

⑿  介 護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護  

⒀  介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護  

⒁  介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  

⒂  第 １ 号 訪 問 事 業 の う ち 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 相 当 す る 事 業（ 自 己

負 担 額 割 合 が 保 険 給 付 と 同 様 の も の に 限 る 。）  

⒃  第 １ 号 通 所 介 護 の う ち 介 護 予 防 通 所 介 護 に 相 当 す る 事 業 (自 己

負 担 額 割 合 が 保 険 給 付 と 同 様 の も の に 限 る 。 )  
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２  軽 減 の 対 象 と す る 費 用 及 び 軽 減 割 合 は ， 前 項 各 号 に 掲 げ る サ ー

ビ ス に つ き ， そ れ ぞ れ 別 表 に 掲 げ る と お り と す る 。 た だ し ， 旧 措

置 入 所 者 で 利 用 者 負 担 割 合 が ５ ％ 以 下 の 者 に つ い て は ， 軽 減 の 対

象 と な る 費 用 は ， ユ ニ ッ ト 型 個 室 の 居 住 費 に 限 る 。 生 活 保 護 受 給

者 に つ い て は ， 軽 減 の 対 象 と な る 費 用 は ， 個 室 の 居 住 費 及 び 滞 在

費 に 限 る 。  

 （ 適 用 除 外 ）  

第 ５ 条  前 条 の 規 定 に か か わ ら ず ， 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 補 助 金 交

付 要 綱 （ 平 成 １ ２ 年 ４ 月 制 定 ） 第 ２ 条 に 該 当 す る 者 に つ い て は ，

前 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 訪 問 介 護 ， 第 ６ 号 に 規 定 す る 夜 間 対

応 型 訪 問 介 護 及 び 第 １ ５ 号 に 規 定 す る 第 １ 号 訪 問 事 業 の う ち 介 護

予 防 訪 問 介 護 に 相 当 す る 事 業 （ 自 己 負 担 額 割 合 が 保 険 給 付 と 同 様

の も の に 限 る 。） に 係 る 利 用 者 負 担 の 軽 減 は 行 わ な い 。  

 （ 情 報 提 供 ）  

第 ６ 条  軽 減 法 人 等 及 び そ の 実 施 す る 対 象 サ ー ビ ス に つ い て は ， 都

道 府 県 知 事 か ら 送 付 さ れ る 資 料 に 基 づ き ， そ の 一 覧 を 市 に 備 え 置

く と と も に ， 要 介 護 被 保 険 者 等 ， 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 適 宜 情

報 提 供 を 行 う も の と す る 。  

 （ 確 認 申 請 ）  

第 ７ 条  利 用 者 負 担 の 軽 減 を 受 け よ う と す る 者 は ， 第 ３ 条 の 軽 減 の

対 象 者 に 該 当 す る こ と に つ い て ， あ ら か じ め 市 長 に 確 認 を 受 け な

け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 確 認 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 「 申 請 者 」 と い う 。） は ，

社 会 福 祉 法 人 等 利 用 者 負 担 軽 減 対 象 確 認 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 。 以

下「 申 請 書 」と い う 。）に 社 会 福 祉 法 人 等 利 用 者 負 担 軽 減 申 請 に 伴

う 収 入 （ 資 産 等 ） 申 告 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） を 添 え て 市 長 に 提 出 す る

も の と す る 。  

 （ 確 認 等 ）  

第 ８ 条  市 長 は ， 申 請 書 の 提 出 が あ っ た と き は ， そ の 内 容 を 審 査 の



う え ， 軽 減 の 対 象 者 へ の 該 当 の 有 無 を 確 認 し ， 書 面 に よ り そ の 結

果 を 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て ， 軽 減 の 対 象 者 に 該 当 す る 者 （ 以 下 「 軽 減

対 象 者 」と い う 。）に 対 し て は ，社 会 福 祉 法 人 等 利 用 者 負 担 軽 減 確

認 証（ 様 式 第 ３ 号 又 は 様 式 第 ４ 号 。 以 下 「 確 認 証 」 と い う 。） を 合

わ せ て 交 付 す る 。  

（ 確 認 証 の 有 効 期 間 ）  

第 ９ 条  確 認 証 の 有 効 期 間 は ， 第 ７ 条 の 規 定 に よ る 申 請 の あ っ た 日

の 属 す る 月 の 初 日 か ら 交 付 の 日 以 後 最 初 に 到 来 す る ７ 月 ３ １ 日 ま

で と す る 。 た だ し ， 本 市 の 介 護 保 険 の 被 保 険 者 資 格 を 喪 失 し た 場

合 は ， そ の 喪 失 し た 日 ま で と す る 。  

（ 確 認 証 の 提 示 ）  

第 １ ０ 条  軽 減 対 象 者 は ， 対 象 サ ー ビ ス を 利 用 す る 際 は ， 当 該 サ ー

ビ ス を 提 供 す る 軽 減 法 人 等 に そ の 都 度 確 認 証 を 提 示 し な け れ ば な

ら な い 。  

 （ 確 認 証 の 返 還 ）  

第 １ １ 条  確 認 証 の 交 付 を 受 け た 者 が 本 市 が 行 う 介 護 保 険 の 被 保 険

者 資 格 を 喪 失 し た 場 合 は ， 当 該 確 認 証 を 速 や か に 返 還 し な け れ ば

な ら な い 。  

 （ 利 用 者 負 担 ）  

第 １ ２ 条  軽 減 対 象 者 は ， 対 象 サ ー ビ ス の 提 供 を 行 う 軽 減 法 人 等 に

対 し ， 確 認 証 に 記 載 さ れ た と こ ろ に よ り 軽 減 さ れ た 利 用 者 負 担 額

を 支 払 う も の と す る 。 た だ し ， 生 活 保 護 受 給 者 に つ い て は ， 利 用

者 負 担 の 全 額 を 免 除 と す る 。  

 （ 不 正 利 得 の 返 還 ）  

第 １ ３ 条  市 長 は ， 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ っ て こ の 要 綱 に 基 づ

く 対 象 サ ー ビ ス に 係 る 利 用 者 負 担 の 軽 減 を 受 け た 者 が あ る と き は ，

軽 減 法 人 等 と 協 議 の 上 ， 軽 減 額 の 全 部 又 は 一 部 を 当 該 軽 減 を 受 け

た 者 か ら 軽 減 法 人 等 に 返 還 す る よ う 求 め る も の と す る 。  



（ 軽 減 法 人 等 に 対 す る 助 成 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は ， 軽 減 法 人 等 が ， こ の 要 綱 に 基 づ き 軽 減 対 象 者 に

対 象 サ ー ビ ス に 係 る 利 用 者 負 担 の 軽 減 を 行 っ た 場 合 は ， 別 に 定 め

る と こ ろ に よ り ， 当 該 法 人 に 対 し 軽 減 に 要 し た 費 用 の 一 部 を 助 成

す る も の と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 １ ５ 条  こ の 要 綱 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 は ，市 長 が 別 に 定 め る 。 

   付  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 の 施 行 時 に お け る 減 免 対 象 確 認 申 請 書 の 申 請 は ， 第 ７

条 の 規 定 に か か わ ら ず ， 平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日 若 し く は 対 象 サ ー ビ

ス を 利 用 す る 日 当 日 の い ず れ か 遅 い 日 ま で に 行 う も の と す る 。  

（ 平 成 ２ １ 年 ４ 月 の 介 護 報 酬 改 定 に 伴 う 特 例 措 置 ）  

３  別 表 中 ， 利 用 者 負 担 額 に 関 し て 軽 減 割 合 が 「 １ ／ ４ 」 と あ る の

は ，「 ２ ８ ％ 」 と ，「 １ ／ ２ 」 と あ る の は ，「 ５ ３ ％ 」 と 読 み 替 え る

こ と と す る 。 但 し ， 本 措 置 は 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。  

（ 平 成 ２ ５ 年 生 活 扶 助 基 準 見 直 し に 伴 う 特 例 措 置 ）  

４  平 成 ２ ５ 年 ８ 月 １ 日 施 行 の 生 活 扶 助 基 準 等 の 改 正 に 伴 い 生 活 保

護 が 廃 止 さ れ た 者 で あ っ て ， 廃 止 時 に お い て 本 制 度 に 基 づ く 軽 減

又 は 特 定 入 所 者 介 護 （ 予 防 ） サ ー ビ ス 費 の 支 給 に よ り 居 住 費 の 利

用 者 負 担 が な か っ た 者 の う ち ， 引 き 続 き 第 ３ 条 に 該 当 す る 者 に つ

い て は ， 第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 軽 減 割 合 を 居 住 費 以

外 に か か る 利 用 者 負 担 に つ い て は ４ 分 の １ （ 老 齢 福 祉 年 金 受 給 者

は ２ 分 の １ ） と す る と と も に ， 居 住 費 及 び 滞 在 費 に か か る 利 用 者

負 担 に つ い て は 免 除 と す る 。  

 （ 平 成 ２ ６ 年 生 活 扶 助 基 準 見 直 し に 伴 う 特 例 措 置 ）  

５  平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 施 行 の 生 活 扶 助 基 準 等 の 改 正 に 伴 い 生 活 保



護 が 廃 止 さ れ た 者 で あ っ て ， 廃 止 時 に お い て 本 制 度 に 基 づ く 軽 減

又 は 特 定 入 所 者 介 護 （ 予 防 ） サ ー ビ ス 費 の 支 給 に よ り 居 住 費 の 利

用 者 負 担 が な か っ た 者 の う ち ， 引 き 続 き 第 ３ 条 に 該 当 す る 者 に つ

い て は ， 第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 軽 減 割 合 を 居 住 費 以

外 に か か る 利 用 者 負 担 に つ い て は ４ 分 の １ （ 老 齢 福 祉 年 金 受 給 者

は ２ 分 の １ ） と す る と と も に ， 居 住 費 及 び 滞 在 費 に か か る 利 用 者

負 担 に つ い て は 免 除 と す る 。  

（ 平 成 ２ ７ 年 生 活 扶 助 基 準 見 直 し に 伴 う 特 例 措 置 ）  

６  平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 施 行 の 生 活 扶 助 基 準 等 の 改 正 に 伴 い 生 活 保

護 が 廃 止 さ れ た 者 で あ っ て ， 廃 止 時 に お い て 本 制 度 に 基 づ く 軽 減

又 は 特 定 入 所 者 介 護 （ 予 防 ） サ ー ビ ス 費 の 支 給 に よ り 居 住 費 の 利

用 者 負 担 が な か っ た 者 の う ち ， 引 き 続 き 第 ３ 条 に 該 当 す る 者 に つ

い て は ， 第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 軽 減 割 合 を 居 住 費 以

外 に か か る 利 用 者 負 担 に つ い て は ４ 分 の １ （ 老 齢 福 祉 年 金 受 給 者

は ２ 分 の １ ） と す る と と も に ， 居 住 費 及 び 滞 在 費 に か か る 利 用 者

負 担 に つ い て は 免 除 と す る 。  

（ 軽 減 法 人 等 に 対 す る 特 例 措 置 ）  

７  自 ら の 財 務 状 況 を 踏 ま え 自 主 的 に 事 業 実 施 が 可 能 で あ る 旨 を 申

し 出 た 社 会 福 祉 法 人 に つ い て は ， 第 １ ４ 条 に 規 定 す る 助 成 措 置 を

受 け る こ と な く 本 事 業 を 実 施 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い

て ， 助 成 措 置 以 外 の 実 施 方 法 は ， 第 ４ 条 か ら 第 ９ 条 ま で の 規 定 を

重 用 す る 。  

付  則 (平 成 １ ５ 年 )  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ５ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 社 会 福 祉 法 人 に よ る 利 用 者 負 担 の 減 免

措 置 に 係 る 実 施 要 綱 の 規 定 は ， 平 成 １ ５ 年 ７ 月 １ 日 以 後 に 利 用 者

負 担 に 係 る 減 免 申 請 を 受 理 し た 者 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 に 利 用



者 負 担 に 係 る 減 免 申 請 を 受 理 し た 者 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に

よ る 。  

付  則 (平 成 １ ７ 年 ９ 月 )  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 社 会 福 祉 法 人 に よ る 利 用 者 負 担 の 軽 減

制 度 に 係 る 実 施 要 綱 第 ４ 条 及 び 別 表 の 規 定 は ， 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月

１ 日 以 後 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 の 介

護 保 険 サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

付  則 (平 成 １ ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 )  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 付 則

に 次 の １ 項 を 加 え る 改 正 規 定 は ， 平 成 １ ８ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す

る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 社 会 福 祉 法 人 に よ る 利 用 者 負 担 の 軽 減

制 度 に 係 る 実 施 要 綱 第 ４ 条 及 び 別 表 の 規 定 は ， 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １

日 以 後 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 の 介 護

保 険 サ ー ビ ス の 利 用 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。  

付  則 （ 平 成 ２ ０ 年 ５ 月 ８ 日 ）  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則 （ 平 成 ２ １ 年 ３ 月 ２ ３ 日 ）  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則 （ 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ５ 日 伊 健 健 介 第 ６ ８ ４ 号 ）  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ５ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則 （ 平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 １ 日 伊 健 地 介 第 １ ０ ８ ７ 号 ）  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 １ 日 か ら 施 行 し 、 同 年 ４ 月 １ 日 よ

り 適 用 と す る 。  



付  則 （ 平 成 ２ ５ 年 ７ 月 ２ ２ 日 伊 健 介 第 ６ ７ ９ 号 ）  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ５ 年 ８ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則 （ 平 成 ２ ８ 年 ２ 月 １ 日 伊 健 介 第 ２ ５ ９ ４ 号 ）  

こ の 要 綱 は ， 公 布 日 か ら 施 行 し 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 よ り 適 用 と

す る 。  

   付  則 （ 平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ３ ０ 日 伊 健 介 第 ３ ２ ９ １ 号 ）  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則 （ 平 成 ２ ９ 年 １ 月 ２ ５ 日 伊 健 介 第 ２ ４ ０ ２ 号 ）  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則 （ 平 成 ２ ９ 年 ５ 月 ３ ０ 日 伊 健 介 第 ４ ５ ３ 号 ）  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 表  

対 象 サ ー ビ ス  軽  減  対  象  費  用  軽 減 割 合  

介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス 及

び 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福

祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護  

利 用 者 負 担 額 並 び に 食 費

及 び 居 住 費 の う ち 利 用 者

が 負 担 す る 額 （ た だ し ， 食

費 及 び 居 住 費 に つ い て は ，

介 護 保 険 制 度 に お け る 特

定 入 所 介 護 サ ー ビ ス 費 又

は 特 定 入 所 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 費 が 支 給 さ れ て い る

場 合 に 限 る 。）  

１ ／ ４ （ 老

齢 福 祉 年 金

受 給 者 は ，

１ ／ ２ ）  

訪 問 介 護 ， 夜 間 対 応 型 訪

問 介 護 ， 定 期 巡 回 ・ 随 時

対 応 型 訪 問 介 護 看 護 及 び

第 １ 号 訪 問 介 護 事 業 の う

ち 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 相

当 す る 事 業  

利 用 者 負 担 額  

通 所 介 護 ， 地 域 密 着 型 通

所 介 護 ， 認 知 症 対 応 型 通

所 介 護 ， 介 護 予 防 認 知 症

対 応 型 通 所 介 護 及 び 第 １

号 通 所 介 護 の う ち 介 護 予

防 通 所 介 護 に 相 当 す る 事

業  

利 用 者 負 担 額 及 び 食 費 の

う ち 利 用 者 が 負 担 す る 額  

短 期 入 所 生 活 介 護 及 び 介

護 予 防 短 期 入 所 生 活 介 護  

利 用 者 負 担 額 並 び に 食 費

及 び 滞 在 費 の う ち 利 用 者

が 負 担 す る 額 （ た だ し ， 食

費 及 び 滞 在 費 に つ い て は ，

介 護 保 険 制 度 に お け る 特

定 入 所 介 護 サ ー ビ ス 費 又

は 特 定 入 所 介 護 予 防 サ ー

ビ ス 費 が 支 給 さ れ て い る

場 合 に 限 る 。）  

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介

護 ， 介 護 予 防 小 規 模 多 機

能 型 居 宅 介 護 及 び 看 護 介

護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介

護  

利 用 者 負 担 額 並 び に 食 費

及 び 宿 泊 費 の う ち 利 用 者

が 負 担 す る 額  

 

 

 

 

 

 



様 式 第 １ 号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             社会福祉法人等利用者負担軽減確認申請書

　　　　　　　　　　（社会福祉法人等による利用者負担の軽減制度）

フ　リ　ガ　ナ

被保険者氏名 0 0 0 0

生　年　月　日   　　　　　　

住　　所 〒

TEL　　 － －

法人名及び 　　　　 法　人　名　称 利用サービス

利用サービス

　　　　　　　氏　　　　名 　生　年　月　日 生計中心者に〇を

世 世帯主 　男　・　女

帯 　男　・　女

構 世帯員 　男　・　女

成 　男　・　女

伊丹市長　　様

上記のとおり社会福祉法人等による利用者負担額の軽減対象の確認を申請します。

     　　　　年　　　　　月　　　　　日

申　請　者　　 　住　　所 〒

　氏　　名 印 TEL　　

市記入欄

　交付年月日 　　　　 年　　　　月　　　　日 　世帯の所得状況等

　　１．老齢福祉年金受給者（市民税非課税世帯）

　　　　　・預貯金総額　　　　　・預貯金総額 円

　有効期限 　　 　　年　　　　月　　　　日まで
　　２．生活困窮者（市民税非課税世帯）

添付書類確認 　　　収入・預貯金等把握

・源泉徴収票・年金支払通知書等 　　　　　・収入総額 円

・預貯金通帳コピー 　　確認者

・健康保険証コピー

・その他
　　※生活保護受給確認

個人番号

被保険者番号

確認番号

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

性　　別

性　　別

男　・　女　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　適用年月日 　　 　　年　　　　月　　　　日から

   ・預貯金総額

（ 有 ・ 無 ）

円



様 式 第 ２ 号  

 

社会福祉法人等利用者負担軽減申請に伴う収入（資産等）申告書

伊丹市長　　様

住所

〒

電話　　 　－ 　－

氏名 印

（被保険者番号 ）

１．本人の収入および預貯金等資産状況

収　　入 その他資産等

　　　収入の種類 　　年　　　額 預貯金額 円

①年金・恩給等 円 不動産の有無 有　・　無

②働いて得た収入 円 有価証券等の有無 有　・　無

③仕送り 円 扶養親族の有無 有　・　無

④その他 円 ※預貯金については、必ず全ての通帳の

合       計 円 　　コピーを添付してください。

２．同居家族の収入および預貯金額等（　有　・　無　）

　　収入がある家族名 　収入の種類 収入年額 預貯金額 不動産の有無

円 円 　　有　・　無

円 円 　　有　・　無

円 円 　　有　・　無

　　合　　　計 円 円

３．収入・扶養親族がない場合の生計方法（例：貯蓄の取り崩し等）

●伊丹市記入欄（この欄は記入しないでください）

収入認定額等 　　・市民税課確認 （　　　　　　年　　　　月　　　　日） 世帯課税　・世帯非課税

　　・本人収入額 円 ・世帯員収入合計額 円

　　・本人預貯金額 円 ・世帯員預貯金合計額 円

適用：

　　　　　　年中の私の世帯の収入および資産について、下記のとおり申告いたします。また、社会福祉法人等によ
る軽減制度に係る者及び世帯の所得等について、伊丹市の市税に関する所得状況等の調査を承諾します。

年　　　　月　　　　日　



様 式 第 ３ 号  

( 表 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所

フリガナ

氏名

生年月日 性別 男　女

　　(対象サービス利用者負担)

　　(食費・居住費等)

　　　　　　　　交付年月日

受

　

給

　

者

介護保険被保険者番号

適用年月日

有効期限

確認番号

減免割合

発行期間名

及び印

から

まで

伊丹市

〒664-8503

兵庫県伊丹市千僧1丁目1番地

TEL(072)783-1234

社会福祉法人等利用者負担軽減確認証
（社会福祉法人等による利用者負担の軽減制度）



（ 裏 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の 証 の 大 き さ は ， 縦 1 2 8 ミ リ メ ー ト ル ， 横 9 1 ミ リ メ ー ト ル と す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様 式 第 4 号  

 ( 表 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所

フリガナ

氏名

生年月日 性別 男　女

減免割合

確認番号

　　　　　　　　交付年月日

受

　

給

　

者

発行期間名

及び印

介護保険被保険者番号

適用年月日 から

有効期限

　　　(居住費・滞在費のみ)　　　　　　　100／100

まで

伊丹市

〒664-8503

兵庫県伊丹市千僧1丁目1番地

TEL(072)783-1234

社会福祉法人等利用者負担軽減確認証
（社会福祉法人等による利用者負担の軽減制度）



 

 ( 裏 )  

 

こ の 証 の 大 き さ は ， 縦 1 2 8 ミ リ メ ー ト ル ， 横 9 1 ミ リ メ ー ト ル と す

る 。  

 

 

注

意

事

項

一

次
の
介
護
サー

ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は、

必
ず
事
前
に、

こ
の
確
認
証
を
事
業
者
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い。

二

対
象
と
な
る
サー

ビ
ス
は、

介
護
福
祉
施
設
サー

ビ
ス、

短
期
入
所
生
活
介
護、

地

域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
で
す。

三

こ
の
確
認
証
は、

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
申
し
出
の
あ
っ
た
事
業
者
の
み
有
効
で

す。四

前
記
の
サー

ビ
ス
の
居
住
費(

滞
在
費)

が、

前
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
減
額
割
合
に

よ
り
減
額
さ
れ
ま
す。

五

生
活
保
護
受
給
者
・
支
援
給
付
受
給
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
今
後、

前
記
の

サー

ビ
ス
を
利
用
す
る
見
込
み
が
な
い
と
き
は、

遅
滞
な
く、
こ
の
証
を
伊
丹
市
に
返
し

て
く
だ
さ
い。

ま
た、

転
出
の
届
出
を
す
る
際
に
は、

こ
の
証
を
添
え
て
く
だ
さ
い。

六

こ
の
証
の
表
面
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は、

十
四
日
以
内
に、

こ
の
証

を
添
え
て、

伊
丹
市
に
そ
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い。

七

不
正
に
こ
の
証
を
使
用
し
た
者
は、

刑
法
に
よ
り
詐
欺
罪
と
し
て
懲
役
の
処
分
を
受

け
ま
す。




